
    
 
 

 ちっこいエンジン４。  

BR80 やはり、日本のお客様は、待っていたのですねぇ、本格的ドイツ国鉄型を！で本場欧州人は、円安と言い訳を！云い張っ

て、値下げを言い張りますが、買えない貧乏人は、買うな！安物のダウングレード版を我々ASTER に求めるな！と言う、可也の、

上から目線で、日本人の既存のお客様嗜好で、対応します。故に、スペックで妥協しませんので、ご安心下さい。 

ただ、完成品で、４０万以下で、ご提供するために、多少の妥協は、ご容赦頂きたいと、思います。具体的に言うと、極力、同じ、

部品を色々な、箇所に、“使い回す”設計を、心がけております（ハンドルとかの操作系ですね）まぁ、この部分、やれる人は、ご

自身で、操作し易い形状の、操作系に改造するのは、一般的ですから。その辺は、手を抜きます。 

このモデル、基本、スイッチャーです。要は、国鉄で言う、B20 や C56 と、同じ系統の汽車でした。ので、幹線用の客車や貨車を

牽引しているのは、“変”です。有蓋車なら、Tiger の時に出した K2 のドイツ型（茶色の奴ですね）とか、無蓋車等は、メルクリンか

ら、プラ製の物が、多種で、数多く、出回っています。ので、貨車類を出す事はしませんが、３等客車（亜幹線用のローカル支線

用客車）は、昔、T3 や BR９８３（グラスカステン）用のユーティリテーィーカーとして出した物が在りますが？もう持っている人は少

ないでしょうし。このモデル、フルスペック！という事は、UC は不必要な仕様です。ですので、Bing さんとこの客車をプラで、です

から、お買い求めやすい価格で、出来ないかを、相談中です。問題は、“数”なんですよね！ 

出来たらば、予約者特典は、この客車の超特価提供を考慮していますので。ご期待ください。 

 

上記 illustration は９３年に出した UC の外観図です。このままで出るとは限りません。あくまで参考図です。 

 

 とは言え、円安基調何とかなりません？  

ここ数年続く円安の結果、Accucraft ブランドは、高品質（日本製部品と我々のチェック）で、お買い求めやすい価格（円安）にし

て欧米の市場特に、ナローゲージライブの市場の商品が、出すと売切れ状態で、且つ販売量も、以前の倍以上になり、新たな

市場となっています。が！ゲージワンのスタンダードゲージ市場は、金持ち＝見た目重視の O ゲージ化が侵攻していて、可也

悩ましい状態で。特に、メルクリンの電動ビッグボーイが７０００ドル（１００万円）で、あの数！が一気に出て既に売切れに近い状

況。憂いています。正直に感想を云えば、見た目だけですよ、あの模型！で MC は、多分小売り価の３０％以下でしょう。しかし

確かに、フルディティールで、デジタル操作なので、動きは、リアルです。しかもドイツ人が監修（我々と同じで、製造は、中国）で

すから、品質や仕上げに、手抜きは、まずないでしょう。箱など設えも、価格相応の、質実剛健とは対極の、一見豪華な物です。

アイデアの勝利ですね。私の性格とは、

真反対ですが、正直我々も BR80 以

降、この考え方に関しては、学ばなけれ

ば、ならないのかなぁ？と考えています。 
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 Japanese Only 予約特別価格は設定しますが。（価格未定ですが予約は、受付けています）  

以前にも少し触れましたが、P2 同様 BR80 と弁慶に関しては、日本人向け特別予約特価を出しますが、残念ですが、皆様が期

待している希望価格（以前の予告価格）より、若干高めになります。それだけ、この性能を保持できるだけの MC（材料費）をかけ

ます。正式価格は、まだ決定していませんが国鉄型 7100 で 2000 ドルを切るのが、かなり難しいと思います、BR80 は、3000 ドル

を下回りますが、2500 ドルよりは高くなりそうです。勿論、予約者以外は、定価販売で且つ送料と各種税金が加算されます。ご理

解の上、予めご容赦ください。円高になると良いのですが、今の日銀も、FRB も、ダメみたいですね。（残念） 

基本的に、材料価格は、ドルベースで検討しています。其処が今迄と異なります。円ベースでは考えていないのですが、これは

世界中、どこで買っても同じモデルは、同じ値段にする。と言うポリシー故です。ご理解ください。 

弁慶の性能は、このリンク先で確認してください：https://youtu.be/GENQ-Ntyk10 

 

 

 


